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有機ヒ素ジフェニルアルシン酸(DPAA)は、2003 年茨城県神栖市で発覚した健康

障害の原因物質と疑われている。DPAA の慢性経口投与はマウスの行動に影響を及

ぼすことから、DPAA 曝露は脳機能に影響を及ぼすと考えられている。しかし、DPAA

経口投与後の DPAAの代謝や脳への分布については不明な点が多い。本研究は、DPAA

単回経口投与後にマウス脳組織液中に現れる有機ヒ素化合物の同定と、その毒物

動態学的特徴を明らかにすることを目的とした。線条体にマイクロダイアリシ

ス・プローブを設置した自由行動下のマウスに DPAA32 或いは 8 mg/kg を単回経口

投与し、0.25 あるいは 1時間毎に 9時間あるいは 21 時間連続して透析液を採取し

た。LC/MS/MS により透析液中の DPAA、フェニルアルソン酸(PAA)、フェニルメチ

ルアルシン酸(PMAA)、フェニルジメチルアルシンオキシド(PDMAO)、ジフェニルメ

チルアルシンオキシド(DPMAO)を測定した。透析液中に DPAAは検出されたが、PAA、

PMAA、PDMAO、DPMAO は検出されなかった。透析液中の DPAA 濃度は投与から 0.125

時間後に増加し始め、0.375~1.375 時間後に最大となり、その後指数関数的に減衰

したが、21 時間後でも検出された。透析液中 DPAA 濃度の時間変動について、非コ

ンパートメント解析法により最高濃度、最高濃度到達時間、消失速度定数、生物

学的半減期、濃度-時間曲線下面積を算定し、毒物動態学的特徴を明確にした。 


